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概要　哺乳類性器 に 於 け る carbollic 　 anhydrase （C．A ） ¢ 〕意 義を 解 HAせ ／，．と，著者 は そ の 第
一段 階 と し て 家

兎子 宮 内 膜 C．A に つ い て の 研 究 結果 を 先 に 発 表 し た が
i］，更 に 第 二 段階 と して ラ ッ ト子 宮及 び 雄 ラ ッ ト副 性 器

C．A に 関 し て 基 礎的研究を ，又 ヒ ト女 性器 ，ヒ ト臍帯 jfLL， 妊婦 r註L等 の C・A に 関 し て 臨 床的研 究を 行 つ た の で ，

そ れ ら に つ き報 告 す る，C ．A の 測 定 に はPhilpot ＆ Philpot2） の Miyake 変法
川

（比 色 法）を 用 い た，

〔1 〕 ラ ッ ト ｝宮 ： （1） ラ ッ ト子 宮 に は C ．A が 微量 な が ら存 在 す る か ， 家 兎 の 場 合 と 異 な り gestagen に

は 反 応 し な か つ た ．　（2 ） ラ ッ ト の 妊娠 子宮，特 に そ の 胎 盤附着部位 は 妊 娠 後半期 に 這 入 る と 著 ・g な C・A 活

性 の 上 昇 を 示 し ，妊 娠 17 日 目に 最 高 に 達 す る 事 が 判 っ た ．以 後 分 娩 （妊 娠23H 目 ）迄 減 少 の
．一一途を 辿 っ た ．胎

盤 の C．A も ほ s
’
同 様 な 傾 向 を 持 つ よ うで あ る ．　而 し て か か る ラ ッ ト妊娠 子 宮 及 び 胎盤の C ．A 活 性 の 消 長 は

胎 盤 機能 の 盛衰 と平行す る もの と考 え られ る。

〔皿〕 ヒ ト女 性器 ： （1 ） ヒ ト子 宮 内 膜 C．A も家 兎 の 場 合 と 異 な り gestagen に は 反 応 し な か つ た ．又 月 経

周 期 に よ り子 宮 内 膜 C．A は 特 に 為
．
意 の 変 動 を 示 さ な か つ た． （2 ） ヒ ト の 胎 盤 C・A 　も胎 盤 の 部位，妊娠月

数，予 定 口超 過，中毒症 等 に よ り有意 の 差 異 を 示 さ な か っ た．　（3） 絨 毛 の 異 常増 殖 を 伴 な う胞 状 奇胎 や 悪 性絨

毛 上 皮 腫等 で も，純組 織 の C．A 測 定が 困難 で ，特 に 臨 床 的 な C ・A の 意 義 は 認 め ら れ な か つ た ．　（4 ）以 上 の

如 く，ヒ ト女 性 器 C ．A に は 性 機 能 と 関係 あ る 生 理 的 意 義 を 特 に 認 め 得 な か つ た ．

〔皿〕雄 ラ ッ ト副 性器 ： （1 ）雄 ラ ッ トに androgen を投 与 す る と ，精 嚢 で は 単 位 重量 当 り，及 び 総量 に 含 ま

れ る C ．A の 活性上 昇 を 認 め た．　（2 ）前 立 腺 で は ，　 androgen 投 与 に よ り組 織 の 肥 大 が 起 る 為，単位重 量 当

りの C ．A 活 性 （Eu ！9 ）は 減 少 す る が 前 立 腺 全 体 に 含 ま れ る C ・A 活 性 （E ・U ） は 増 加 す る 事 が 判 つ た ． （3 ）

即 ち 雄 ラ ッ ト 副性 器 C．A は ，　 androgen と 密接 な 関 係 に あ る もの と 考 え ら れ る ．

〔IV〕 ヒ ト臍 帯 血 ， 妊 婦 血 ： （1 ）臍 帯 血 C．A を 測 定す る 事 に よ り，妊 娠 各 時 期 に お げ る 胎児 血 中 C・A を

検討 し た ．そ の 結果 妊娠 後半 期 迄 は 少 量 の 　C．A 　し か 存 在 し な い が ，　 9 ヵ 月 か ら10 ヵ 月 初 め に か け て 急 速 に

C．A 活 性 が 一ヒ昇 し，10 ヵ 月 末 に は 成 人 の 約
i13

の 活 性値 を 示 す 事 が 判 つ た．又 ，予 定 日 を 超 過 す る も有 意 の C・A

活性 の 上 昇 は E め ら れ な か つ た ．　 （2 ）新生 児 且斉帯 血 C，A 活 性 は 生 ド時 体 重 よ り もむ し ろ 生 下 時迄 の 妊 娠 期

間 に 左 右 され る よ うで あ る．　（3 ） こ れ ら の 現象 は ，新 生 児 （又 は 胎 児） の maturity 　と臍 帯 血 C ．A 活 性 が

密 接 な 閧 係 に あ る 事 を 示 唆 す る も の で あ り，臍帯血 中 C．A 活 性 は 新 生 児 maturity の indicator と して 意 義

深 い も o） と 思 わ れ る． （4 ）Rh 不 適 合 新 生 児 の 臍 帯血 中 C・A 活 性 は ，正 常産 児 の それ よ り も 明 ら か な 低 値 を

示 し，又，双 生 児 及 び 妊 娠 中 毒 症 母 体 よ りの 分 娩 児 は 正 常産 児 よ り も臍 帯 血 C ．A 活 性 が 低 か っ た ．

（5 ）妊娠 各 月 の 妊 婦 及 び 妊 娠 中 毒 症 妊婦 は ，正 常 婦 人 と ほ ぼ 同 程 度の 血 中 C ．A 活 性 値 を 示 し た ．

　　　　　　　　　 緒 　　論

　近年哺 乳類の 性器 ， 特 に雌性 器 に 於 け る CarbOnic

anhydrase （以下C．A と略す）の 研究がLutwakmann3 ）一一s 〕

，

Pincus η ，　B6ving8 ）9＞，　Miyakeio ） ／1｝．　Ogawai2》，等 ｝こ よ り

な さ れ て い る が ，性 器 に 於 け る C ・A の 生 物学的 意 義 に

関 しては ，家 兎 子宮内膜の C．A が卵の 着床 に 必 要 だ と

い う BOvings ）9 ）

の 説 を 除い ては ， ほ とんど未知 の 状態

に あつ た ．そ こ で 著者 は そ の 意義を解 明 せ ん と，一
連 の

基 礎的 並 び に 臨床 的研 究 を 行 つ て き た．そ れ らの 中，家

兎 雌 性 器 〔子宮 内膜）に 関す る研 究成 果 （家 兎 子 宮内膜

に於 い て Progesterone 　に よ 1）生ず る 　Progestational

proliferationの 生 成 に は，　C．A の 介在が 必 要で あ る と云

う新知見等）に つ い て は ，既 に 日産 婦 誌 ， 15巻 11号
1） に

発表 したの で ，今回は 基礎的研究 とし て ，ラ ツ ト雌性 器

及 び ラ ツ ト雄性器 に 於 け る C・A の 検討，並 び に 臨床的

研究 と し、て ， 婦人性 器 ， 臍帯血 及 び 妊婦血 中等に 於 け る

C．A に 関 しての 検討の 成果 を述 べ る こ とに す る．

　　　　　　　 実 験材料及び方法

　材料の 採 取 及 び C・A 測定法 に つ い て 詳 し くは 先 に 家

兎 子宮内膜 の 場合 に述 べ た
D

の で ，
こ tsで は極 く簡単 に

説明す る ．各臓器組織 は ，対象動物 の 瀉血等に よ り，出

来 るだ げ 血液成 分 を除 く事が 必 要 で あ る．（但 し臍帯
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血 ，妊掃血等血中 C ・A を測定す る場 合 は 別で あ る）．

組織採取 後ホ モ ゲ ナ イ ズ し直 ち に 約10倍 量 の 蒸溜 水 を 加

え て毎分 1500回 転で15分間遠沈 し， 上 澄を酵素抽出液と

して 用い る．こ の 抽 出 液 中 の C．A 活性 を Philpot＆

Philpot の Miyake 変 talo， （colorimetric 　method ） を

用 い て測定す る ．而 して原材料 1g 中に 含 ま れ る C ．A

活 性度 ， 即 ち Eulg を計算す る 訳で あ る ．こ れ らの 実験

装 置 及 び C。A 活 性 度 計 算 法 等 に 関 して は ，既 に 昨年本

誌
L〕

に発表 した の で参照 され たい ．

　なお 血 中 C．A 測定法 は ，後程 そ の 項で述べ る こ とに

す る．

　　　　　 ラ ッ ト子宮の 炭酸脱 水酵素

　 1． 序言

　Lutwak ・manna ｝

は ラ ツ トの 子宮 は完 全 に C・A を欠

除すると報告 した が ， モの 後 Miyake ＆ Pincus7 ）
は 少

量 な が ら C．A が存在 す る と報告 し，　又 Johnson’4 》，

Bialey ＆ Pincus15） は ラ ツ トの 妊娠 子 宮に も 少量 の

C．A を認めた と報告 して い る．著者は ラ ッ トの 子宮C・A

と gestag  投与 ， 去勢 ， 妊娠等 との 関係を検討し ， 特

に 妊娠 との 関係 に於 い て 興味 あ る新知見 を得た が ，そ れ

らに つ き報告す る．

　 2． ラ ツ ト子宮炭酸脱水酵素 と gestagen 及び去勢 と

の 関係

　1） ラ ツ ト子 宮炭酸脱水酵素 に及ぼす gestagen の 影

響

　家兎に gestagen を 投与 す る と子宮内膜 に C ．A 活性

が増加する事は先 に 報告 した bSi）， ラ ツ トの 場合につ き

同様な 検討 を 行 っ て み た ．

　体重 1509 前後の 成熟雌 ラ ツ トを使用 し，1群 を約 5

〜 6匹 と し ， 対照群 と Progesterone 投与群 ，
17α

・hyd−

roxyprogesterone 　 caproate （P．　capro ） 投与群 に 分 け

た ．gestagen 投与群 に は ， 各 k 　 gestagen を 5 日 間連

続分割皮下投与 し ， 最終投与の 翌 日 断頭潟 血 屠殺す る．

直ちに 了
L
宮を摘出して ，以後は 家兎子宮内膜 の 場 合と同

様 に 処 理 し て C ．A 活性 測定 を行 つ た ．

　実験結果を示 す と第 1表 （A ）の 如 くな り対照群 に 比

して gestagen 投 5群 に 有意の C．　A 活 性 の ヒ昇を認 め

第 1 表 （A ）gestagen 投 与 ラ ッ ト子 宮 酵 素 活 性

鋼

辻

（B ） 去 勢 ラ ッ ト子 宮酵素活 性

匹 数 群 募II 子評聴 勤9孑宮酥 ％子宮輯 悪 黜

6 対　照 2502 、3　 　 0．575
6 去勢後2衄 827 ．3　 　 0，597
6 醐 復4σ日 669 ，厂　 　 o，602
5 去勢後70日 52 〃．6　　 0、604
5 去鼎 oo日 4214 ．1　 　 0，592

1087− 65

得 な か つ た ．

　2）　 ラ ツ ト子宮炭酸脱水酵素 に 及 ぼ す去勢の 影響

　成熟雌 ラ ツ トを 1群 5 〜6 匹 と し，4 群 に 分け，去 勢

後 20 日 ， 40日 ， 7e 日 ， 及び 100日 目に各 1 群ず つ 断頭瀉

血 屠殺 し， 1 群の 子 宮を 1 つ の 検体 として C・A 活性度

を測定 した．そ の 結果第 1表 （B ）の 如 くな つ た，即 ち

去勢後 日数の 経つ に 従つ て ，　子宮単位重量当 りの C ．A

活性 度 （Eu ／g） は 上 昇す る ．然 しながら子 宮全体 に 含

まれ る C・A 活性 （Eu）の 平均は ，全群 を通 じて 約 0．6

Eu とな りほ f 一定 とな つ た ．即 ち去勢 に よ り子宮の 萎

縮 が 起 り子宮 C・A の 濃度が 高まつ た に 過 ぎない 事が判

る ．こ れ は Miyake ＆ PincttsT）
の 報告 と一致した ．

　3．　 ラ ツ ト子宮炭酸脱水酵素 と妊娠 との 関係

　次 に新 ら しい試み として ， 妊娠 ラ ツ トの 子宮 C・A と

妊娠経過 との 関係 を検討 して みた ．

　 1） 実験方法

　成熟雌 ラ ツ トと雄ラ ツ トを 同 居 さ せ ，雌ラ ツ トの 腟内

容 を毎 日鏡検 し，膣 内に精チを認 め た 日を 妊娠第 1 日 と

して 以後の 日数を妊娠日数 とす る．ラ ツ トの 分娩予定日

は 妊娠第 23日目であ り，そ の 間各妊娠 日に於 け る子 宮の

C・A 活性 及 び 胎 盤 の C ．A 活 性 を測 定 した ．但 し著者 の 検

　　　　　　　　　 第　 1　 図

匹 数

5
　 群　　 　 男1」

Pregestero〃e　a5mgG 与

1墜變準

酵 素 i舌，1生

　 2：3

二還
　 2．3

討に よ り，ラ ッ トの 子宮 は 妊娠 15 日 目頃 よ り床脱落膜部

（胎盤附着部）と壁脱落膜部 （非 胎盤附着部）とに 明 瞭 に 区

別出来 る事が判 つ た ．即 ：ら第 1 図の 如 く床（基底）脱落膜

部は 壁脱落膜部か ら 円形 に盛 り上 つ て お り色が 薄 く皺ひ
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だ の 走行が異な つ て い る．故 に 両 部 を 区別 して C．A 活

性の測定 を 行つ た ．胎盤 は 血 液 成 分 を除 き 難か つ た ．

　 2） 実験結果

　実験結果 を示すと第 2 表 の 如 くな りこ れ を図示 す る と

第 2図 （A ），（B ）の 如 くな る．即 ち妊 娠子宮 C ．A は

妊娠前半期 に 於い て は源 とん ど増加を示 さない が ， 後半

期 に 這 入 る と活 性 が 著 し く上 昇 し妊娠 17日目頃 C．A 活

性 は 最高 に 達 す る 事 が 判つ た ．而 し て 以後 分娩迄下降の

一
途 を辿 つ た ．而 も壁脱落膜部 よ りも床脱落膜部の 方 び

常に 2 〜 3倍の 高値を示 した ，叉 少数例 で は あ るが 胎 盤

の C・A 活 性 も ほ f 子宮 C．A 　と同様な傾向 を 示 した．

妊

娠
ラ
ツ
ト

子
宮
酵
弄
活
性

第 2 表　 ラ ッ ト子 宮炭 酸 脱 水 酵 素 と 妊娠 目数

例 数 嫐辰瞰 廷娠子 宮の 醇 素 f％

｝
肪盤醺 ‘8

03

喜
・ 1
’2

2．4 ＋ 0．4
2．6 ± o，6
3ノ ゴ．．o．6
3．4 ± 0．8
4．Z ± 0、5
67 ± ’．’

落 膜 部 墓底艦落膜骼

533333

　

35545444’516171

θ

ノ9
〃　　12122

　 　 1

匳
一

　　　14．5 士 2．3455 ± 5．3
　　　2θ．9±4、Z

．
59、9土 ア．6

　　　30ρ 冗 ユ3 ∫σ2．3土 ！尸4
　　　250± Zβ　 1θ．5＋ 6．8
　　　16．ア± 2．563 ，4± 4．3
　　　13．7±3．2310 ±5う

、並纏 ．纓

54．σ
1θ’Jl

．
6 ）．．ツ

730665

第　 2　 図

0　 2　 4　 6　 θ　 iO
　 　 　 妊 娠 日数
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酵
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i2　 メ4　 16　 1θ　 20　 22分

zo吻 　　　　（B ）

100

」且
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ4　 ／5　 t8　 20　 ？t

’
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9壬霾…日数

一一＞

　3） 考　按

　Johnsoni“ 等 は ラ ッ トの 妊娠子宮 に 2 〜ユ2Eu ／9 程度

の 少量 の C ・A の 存在 を報告 し，最近 Bialy ＆ Pincus ’5）

も 脱落膜に は 正 常 子宮 よ りも 少量 の C．A しか 存在 しな

い との み 報告 し てい る．彼等 は 著者 の 行つ た如 く妊娠の

全経過 に わ た つ て 子宮 C．A の 測定 を 行 つ た 訳 で は な

い ・恐 ら く妊娠前半期 の C・A 活 性 の 低 い 一
時期 に 於い

て の み測定 した の であろう．更 に 妊娠子宮 を壁脱落膜部

と床脱落膜部 とに 区別 して測定したの は 著者が 初 め て S

あり，n の 区別な く して 妊娠 子 宮 C．A を 論ず る の は 妥

当 とは 云 い 難 い ．叉妊娠 U 日 目 に 顕著 な Peak を 示 す

C ．A 活性を如何 に 説明す るの で あ ろ うか ．著者 は 次 の

如 く考 え る．即 ち 妊娠 子 宮特 に 胎 盤附着部 は 胎盤の 機能

と密 接 な 関係 を持 つ ．而 し て種 々 の 哺乳動物 の 胎 盤 に

C ・A が 存 在す る 事は 既 に 認羨う られ て お り，こ れ は 胎 児

の 呼吸代謝及び ca 代謝 に 取 匸丿て 必 要 な場合 が あ る と思

わ れ る．

　その 理 由 を説明す と．と以 下の 如 くで あ る．即 ち 後に 述

べ る が 著 者 の 行 つ た臍帯血 C．A の 測定 に よ つ て も ， 又

Clarki6〕 の 動物 実験の 報告 に よつ て も，胎児 自身が 呼吸

酵素た る C・A に 著 し く欠乏 して い る事は 明 らか であ り

従 つ て 胎児の 呼吸代謝 に 於 い て C ．A が 演 ず る役 割 を胎

盤 C・A が 可成 り背負 つ てい る もの と考 え られ る．

　次 に哺乳動物の 胎盤石灰化現象は HOppingt7 」
に よ る

と生 理的な もの で あ り，Ca 代謝 に 密接 な 関係 を持 つ と

い う．而 して 彼は 石灰化 は 主 に ，Ca 　Co3 よ りな る事を

証 明 して い る．一方 生 物界 に 於ける卵殻や甲殻等の Ca

COs の 合成 を C．A が触媒して い る 事は HOppingi7） や

Meldrum ＆ Roughtonis ），　 Meenakshilg ），　 Joseph 　Stok −

owski2 ° ）

等 に よ り認 め られ て い ろ ．即 ち生物界に於け る

Ca　Co3 の 合成 に は C．A が不可欠 な もの で あ り， 従 つ て

胎盤の 石灰化即 ち Ca 　COa の 合成 に も C ・A は おそ ら く

関与 して い る と思われ，こ の Ca 　Co
， を仲介 と して 胎児

母体間の Ca 代謝 が 行われ る もの とも考 え得 る．

　以 上の 事柄 よ り， 胎盤或は 胎盤附着部子宮 に 存在 する

C．A は 屯と して 母体胎児間の 呼吸代謝 と Ca 代謝 との

2 つ の 過程 に 大 な る役割 を演 じてい るの では な い か と推

定 し得 る ．而 し て ラ ツ トの 妊娠 i7日 目頃 は 胎児成長速度

の 最 も早い 時期 と考え られ ， 上 記2 つ の 代謝の最盛期即

ち 胎盤機能の 最盛 期 と も思 わ れ る．こ の 最盛期 を過 ぎ る

と胎 盤機能及 び代謝 は 減弱 の 途 を辿 り，或 は そ れ らの 衰

退 も一つ の trigger （引 き 金） と な つ て 分 娩 が 発来す る

か も知れ な い ．

　 以 上の 如 く全 妊 娠経 過 を通 じ て の 子宮及 び胎 盤 の C ，A

活性の 消長は ，胎 盤機能の 盛衰と平行す る もの と著者は

考 え る．

　旦 し胎盤 は 血 液成 分 の 混在 に よ る　C．A 測定の 誤差が
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大であるの で ， 子宮 ， 特に その 胎盤附着部 に つ き C・A

の 変動 を検討す るの が合理 的 と思わ れ る ．

　　　　　　ヒ ト女性器 の 炭酸脱水酵素

　 1． 序　言

　著 髱 は 以 前 に ， ヒ ト子宮内膜 に も C ．A が存在す る事

を初め て 報告 した 事 が あ る
2D

が， ヒ ト女性器 C．A の 生

理 的意義 に 関 して は 未 だ報告 され て い な い よ うで あ る．

　 家兎雌性 器 に 於い て は 子宮内膜 C．A の gestagen に

・対す る特異的反応 が あ り，N ラ ツ ト雌性器 に於い ては 妊

娠子宮 C．A の 胎盤機能 との 関係 を 著者が 初 め て 提唱 し

た ．しか らば ヒ ト女性器 に 於 い て も 果 して家兎や ラ ッ ト

で認め られ た よ うな ， 或は そ れ と異な つ た 何等か の C ・A

の 生 理 的意義 が存在す るか 否 か に つ い て 検討 して み た ．

　2． ヒ ト子 宮内膜 の 炭酸脱水酵素に 関 して

　 ヒ ト子宮内膜 C．A 活性 と，月経周期との 関係 ，
　 gest ・

agen 投与 との 関係 ，子 宮筋 腫 及び子 宮癌 との 関係，そ

の 他 に つ き検討 した ．

　 1）　実験方法

　子宮内膜 C．A 測定 に は 材料 として 子 宮筋腫或は 子宮

癌等で剔出 した子 宮の 内膜 を使用 し ，
C．A 活性測定法 は

家兎子 宮内膜の 場合 と同様であ る．但 し動物実験の 場合

と異なり瀉血 が 困難 なの で血液成分 の残存に よ る誤差 が

大で あ る と思わ れ れ た ．

　 先ず採取子宮内膜の 一・部 を C ．A 測定に用い ， 他 の
一

部を組織検査 して月経周期像を棟索 し，月経周期 と子 宮

内膜 C．A 活性 との 関係 を検討 した ．

　 次 に 子 宮筋腫群 と 子宮癌群 に 分けて C．A 活性 を比較

した ．更 に 9estagen を単独或は estrogen と併用 して

子宮 全 剔手術前の 患者 に投 与 し， 術後剔出子宮 の 内膜

C ・A を測 定 し，非投与群 （対照）の 子宮内膜 C・A と比

較 した ．そ の 他，胞状奇胎や悪性絨毛上 皮腫等の 特殊な

病的子宮内膜 C ・A の 測定 も試み た ．

　 2）　実験結果及 び 考按

　先ず月経周期 と子宮内膜 C ・A との 関係を 示 す と第 3

表（A ）の 如 くな る ．C・A 活 性 の 平均値をグ ラ フ で示 す と

第 3 図の 如 くな る ．即 ち，あ ま り有意の 変動とは 云えな

い が ，C ．A 活性は 黄 体期 よ りも む しろ 卵 胞期 に 高 く，排

卵期頃最高を示 す よ うで あ り，閉経期 に は低値 を示す傾

向が あ つ た ． こ れ らの 平均値は 10．4Eu ／g とな つ た 。次

に 性 周期 とは 無関係 に 子 宮筋腫群及 び 子宮癌群 に 分けて

子 宮内膜 C ・A の 平均 値 を 求 め る と第 3表 （B ）の 如 く

な る．即 ち筋腫 の 方 が 癌 よ り も多 少 C・A 活性 が高 い よ

うで あ つ た ．

　 更 に ，gestagen を投与 した場 合 （estroge 皿 併用例 を

第 3 表　 ヒ ト子 宮内膜炭 酸 脱 水酵素

（A）

子 宮 内膜 像 伊亅数 子宮内騅 素 ％

卵 胞開 初期 8 ノα4 士 a7
1卵 胞 期 中期 710 ，6 ± ’．1
卵 胞 期 後期 9 〃．2 土 α8

排 卵 期 8 〃．5 士 ’，2
黄 体 期 ．初期 ’01 α4 ± 復8
黄体 期 中期 7 叺8 ± α5
黄体 期 後期 89 ．6 土 ’2

閉 経 期 69 ．1士 ひ7

　 　 　 　 （B ）

第 3 図 　ヒ ト子 宮内 膜酵素活 性 と 月経 周期
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第 4表 　　gestagen

　　　素 へ の 影響

卵

胞
朋

開

経

期T
ド

ロ
目■

書

珂

貝

投 与 の ヒ ト子 宮内膜 炭酸 脱 水 酵

剛唖 醜 類 投与婁　 投与 方法 了宮囀 醺 ％

ρr郷 励 〃ε 20啣 静注．術前3−？時間 1’．0± 0β
4　 尸ro ε5ご‘繝 84 鐸 皮注．術前2日間分割 9．θ± ん4
6　 尸ハoρ85劒 〃θ 40例 皮 i主，術 前日 10」± 〃

8　 ρr郷 吻 η彦 ノ00卿 皮注 術前2日間分割 10．6± ∬．θ
4　 ρ．佩 ρ厂o ！25四 筋注術前7日目

　　　　　．
lo．2± o．7

　　　 層 P 酒
2
　　‘吻 〃1‘ε5ご昭4’o‘

50四
σノ四

経□ 術前5日間分割1 ，

「
2、6

一
163　 対 照 群

　　　　　冒L一一
　 　　　　　　’σ4 」：．0．6

（MPA …6α methyl 　 17crHydroxypr （》gesteron 　a   tate）

含む ）の 結果を示す と第 4表 の 如 くな る．即 ちgestagen

を投与 した何れの 場合も無処置群 に 比 して特 に 有意の 差

異 を認め なか つ た ．

　成人の 血 中 に は 大 量 の C・A が 含 まれ ，後 に 述べ る が

著者の 測定 に よ る と 19 中約 300Eu ’g も 含 ま れ て い

る ．然 るに 動物実験の 如 く潟血屠殺 して子 宮 をほ ゴ完全

な 無血 状態 に す る 事は 勿論出来 な い の で ， 月経周期 に よ

る子 宮 内膜 C・A の 変 動 も含有 血 液成 分 の た め測 定誤差

が 大 き い と思 わ れ る．故 に 月 経周期の 如何 に よ り子宮内

膜 C・A に は 特 に 有 意の 変 化 を認 め 得 ない と判断す るの

が 妥当で あ る ．
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　 又閉 経期 に 子 宮内膜 C．A 活 性 の 減 少 傾 向 を 示 したの

も混 在 血液に よ る誤 差 を考慮す る な らば 有 意の 変化 とは

云 え な い で あ ろ う．

　 さ て 内因 性 の gestagen が 作 用 して い る と考 え られ る

黄体期 に C ．A 活性 の 上 昇が 認 め られ ず ，而 も外部か ら

gestagen を投与 して も同様をこ C・A の 増加 を認め な い が

故に，ヒ ト子宮内膜 は 家兎の 場 合 と異 な り，gestagen に

反応 しない もの と思われ る．

　 次 に，子宮筋腫 に 比 し子宮癌の 子宮内膜 C・A 活性 は低

い 傾 向が み られ た が，Angelo　Galeone：2｝
等 や Bianco23）

等 に よ り悪性腫瘍患者の 赤血球 中 C ・A 活性値は 正常人

の それ よ りも低 い 事が認め られ て お り，従 つ て，或 は 子

宮内膜 に 残 存 す る赤 血 球 中の C，A 活 性 が 癌患 者 で は 低

い た め，子宮内膜 C ．A 活性 も子 宮筋腫 群 よ り子霞癌群

が低 くな つ た の では な か ろ うか ．

　次 に 2 ，3 の 特 殊 子 宮 内 膜 C・A の 測 定結果 に つ い て 述

ぺ る．即 ち悪｛生絨毛 上皮腫 2例では 16．OEutg 及び 21 ．O

Eutg （但 し何 れ も血液成 分 多 し），胞状奇胎 3 例 で は 平

均 2．5Eu ／g （何れ も 奇胎嚢胞液 が 大部分 建 占め ， 子 宮

内膜 と して の 意義 に 乏 しい ）， 避妊 リン グ 挿入 中の た め

反応 性 に 異常肥厚した内膜 6．OEul9，ポ リープ様増殖肥

厚 内膜 （悪性所 見 な し） 14．3Eul9，で あ つ た ．こ れ らの

中，前二 者は 正 確な 純組織中の 　C・A 測定 が 困難 で あ

り，後二 者は例数少な く， 何れの 場合 も C ．A の 意義 づ

け は 困難で あ つ た ．

　3． そ の 他 の ヒ ト女性器 の 炭酸脱水酵素 に 関 して

　次 に 主 とし て ヒ トの胎盤及び少数例で は あ るが卵管内

膜 ，卵 巣 に つ き C．A を測定 して み た ．

　な お 胎盤では 胎盤 C，A と妊娠 月数 や 中毒症 との 関係

を検討 した ．

　 1） 実験方法

　先ず胎盤 の 場合 ， 妊娠 2 〜 3カ 月の 胎盤 としては ， 人

工 中絶に ．よ り掻爬 して得た 胎盤組織の 巾，絨毛 を 選 ん

だ．何故 な ら ば絨毛 は 他の 脱落膜等 に 比 し血液成 分 の 混

在が少な く，

一
塊 と して 取 り出 し得るか らである．脱落

膜 は 混在 血 液 が 多 量で，純組織 中の C．A の 測定は ほ と

ん ど不 可能 で あ つ た ．妊 娠 5 〜 τカ 月の 胎盤 は 主 と し て

頚管無力症等で流産 した 胎 児 の 胎盤 を用 い た ．妊娠 8 〜

9 カ 月頃 の 胎盤 は 早産児 で 生存可能な新生児の もの が 多

か つ た ．何 れ の 場 合 も 子 宮 内膜 の 場 合 と同 様 ，血 液混在

に よ る誤 差 は考慮 しな け れ ば な らな い が ，冷 生食水 で 出

来 る だけ血 液成分を洗 い 流 した ．胎盤 の 母体面 と胎児面

の C・A 含有量の 差 は ｝ま とん ど認 め られ な か っ たの で，

妊 娠 10カ 月の もの 以 外 は 特 に 区別 し な か つ た ．

　次 に 婦人科手術で 剔出 した 卵管 の 内膜及び 卵巣 組 織 の

C．A 活性 も同様 に して測定 した ．

　2）　実験結果及 び考按

　先 ず 妊 娠 月数 と胎盤の C ，A 活性 との 関係を 示す と第

5 表 の 如 くな る．即 ち妊娠 月数が進むに つ れて 多少活性

の 上 昇傾向 を示 した が ，混在血 液 に よ る誤差等 を考慮 す

る と推計学的 に 有意の 変動 とは 云 え な い ．叉 予 定 日超過

2 週間以 Eの もの 4 例に つ い て は ， 平均 8．4Eu19 とな

り他 と有意の 差が な く，又貢 症妊娠中毒症の 胎 盤 4 例 に

つ い て の C．A 活 性 測定値 は T．8 ± 1．1Eu19 とな り，

正 常胎盤と有意の 差存 認め な か つ た ．

第 5 表 　 ヒ ト胎 盤 炭酸 脱 水酵素 と 妊娠月 数

韃 欟縣
、5．一弖　織毛組織 7．J士 1．8

ト錫 監盤1：91／−li．
　f．・9

．蕊
一
畫

．
盤 θ．7± 1旦

Eア，t’．⊥墨 一？− 8 ± o集

贐灘膨
　 次に 卵管内膜 C．A は 10．5Eul9 で，子 宮内膜 C・A と

ほ S
’
同程 度の 活 性 を 示 し，又 卵巣組織 中の C ．A は 7．7

Eulg であ りほ く 胎盤と同程度の 活性 を 示 した ．

　以 上 の 如 く ， ヒ ト女性器 に 関 して は 子 宮内膜 に於 い て

も， 又 そ の 他 の 附属 性 器 に お い て も，C・A が 何等 か の

性機能と関係あ る生 理 的作用 を営 ん で い る とい う確証 は

得 られず，む し ろ こ の 点に関して は 否定的傾向が 強 か っ

た ．

　　　　　 雄 ラ ッ ト副 性器の 炭酸脱水

　 ユ． 序　言

　近 年 Mauson ＆ Fisher2“ z5 ）z°t
に よ りラ ッ 1・，家兎，

ヒ ト，の 各前 、ヒ腺及び ヒ トの 精液 に C．A が 存在す る 事

が報告され，叉 Miyake ＆ Pincusii）

は ヲ ツ ↑・の 前立腺

及 び 精嚢 に存在す る C・A は 性 ホ ル モ ン の 支配下に あ る

と云つ て い る．著者も性 ホ ル モ ン （androgen ）と雄 ラ ツ

ト副 性 器 C・A との 関係 を検討 したの で，そ れ らに つ き

述 べ る．

　 2． 実験 方 法

　 体重 1809 前後の 成 熟雄 ラ ツ トを ，testosterone・pro −

pionate （T ．P．）を投与す る処置群 と， 無処置の 対照群

との 2 群 に 分け ，処置群 には 毎 日 TP ・2   を 7 日間連

続 背 部 皮 ドに 計14  を投 与 す る ．投 与 群 は 最終投与の 翌

H 断頭瀉 血 屠殺せ しめ，直 ち に 各 々 の 前立 腺 及 び 精嚢 を
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摘出 し，重 量 を測定 し，そ れ．ら組織の 酵素抽出液 を作製

して C ．A 活性 度 を測 定 した ．

　3． 実 1験結果及び考按

　実験結果 を 示 す と第 6表 （A ）の 如 くな る．即 ちT ．P．

投与 に よ り前立腺及 び精嚢 の 重量 増加 を認 め た ． 然 る

に T ．P．投与に よ り精嚢 に 於い て は C・A 活性度 （Eul9）

は 増加す る が，前立腺に おい て は逆 に減少す る 事が 判 っ

た．　 こ れは ，
Pincus ＆ Miyake7 ）

が 去勢幼若 ヲ ツ トに

T ．P．を投与 して得た結果とほ 望一致 した ．

第 6 表　Androgen 投 与 に よ る ラ ッ ト副 性 器 炭 酸 脱

　　　　水 酵 素 の 変 化

詳

墾
一
顔

　

　

π
ー

薩
鷺

　 　 （A）

　 対　照　群　　　　六 ル モン 投 与 線

　　 t2　　　　　 1∂
　 　 　 　 　 　 　 厂尸 2四 × 7−・壬5esanze　etl　asmt　x 　主

　 　 　 　 　 　 　 763 土 8　 my738 ± 62

隔 r籃謹識
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （θ）

ト

欝鋤

賑至込、， 淞 蚕蚕 麩蟹
1 百10 賑主体 1．含まれる酵 柔沽 性度　　　46 ‘己

τP、2mgX γ
1

皮 下 推 与 μ ．
7s3．3　Eu
　 6d 齔

　以上 の 実験結果 よ り，ラ ツ トは T ・P・投与 に よ り前立

腺及び 精嚢 の 重量 は増加す るが ，C・A の 活性度 （Ett／9）

は 前立 腺では 下降 ， 精嚢で は 上昇 と逆の 関係に な る よ う

であ り一見矛盾 して い る よ うに み え る ．著者は こ の 現象

を合理 的 に 説明せ ん と して更 に 検討を加えて み た ．

　即 ち第 6表 （A ）の デ
ー

タ に よ り，各群 に つ き副性器

重量 （9）xC ．A 活性 度 （Eul9）の 値 を計算 し・各々 の

前 立腺全体及 び 精嚢全体 に 含 まれ る 酵素活性度 （Eu ）

を 求め て み た ．そ の 結果 を 示 す と第 6表 （B ）の 如くな

る ．即 ち前立腺 に 於い て ，
T ・P ・投与 に よ り単位重量 あ

た りの C・A 活性度 （Eu／g）は減少す る が ， 前立腺全体

に 含 まれ る C．A 活性 度 （Eu） は む し ろ増加 してい る事

が 判 る． 故に 前立 腺 に於い て も 実際 に は ， androgen

の 作用 に よ り C・A 活性 は 増加 して い る の で あ る が ，

androgen に 反応 して 生 じた 組織肥大 （重量増加）がそ

れ を 上廻るの で ，
C・A 濃度が薄め ら れ ， 従 つ て 単 位重 量

当 りの C．A 活 性 度即 ち Eu19 として 表わせ ば ・ 酵素活

性 が減少 した よ うに 見 えた の であ る．故に androgen は

程度の 差 こ そ あ れ ， 各副 性 器 に対 して 重量増加 と C ．A

活性 上 昇 との 2 つ の 共通作用を営 ん で い る事 が 著者の 検

討に よ り判明 した ．

　即 ち androgen と雄ラ ツ ト副性器 C・A とは 密接 な関

辻 1091− 69

係 に あ る もの と思われ た ．

　次 に ， 従来 男 性 ホ ル モ ン 作用 の 生 物学的検 定 法 と し

て ， ホ ル モ ン を ラ ツ トに 投与 し て そ の 前立 腺 或 は 精 嚢 の

重量増加 を検討す る方法が広 く用 い られ てい る が ，こ S

で新 た に男性 ホ ル モ ン 作用の 新検定法と して 副性器 C ．A

活性の 測定に注 目 して み た い ．即 ち，著者 の 実験 に よ る

と，testosterone　14  投与に よ る 全精嚢 に 含 ま れ るC ．A

活性 の 上 昇率 は ，対照 に 比 し約 5倍 で あ っ た ．しか る に

重量増加率は 3．2倍であり， 従 つ て 精嚢 C ・A 活性測定

法の 方が androgen の検定法と し て鋭敏である と云え よ

う．将来更 に 実用性 の 検 討 が 期 待 さ れ る ，

　臍帯血 中炭酸脱水酵素及 び妊婦血中炭酸脱水

　 酵 素

　 1． 臍帯血 中炭酸脱水酵素 に関 して

　 1） 序 　言

　新 生児及び未熟児の 血 中 C・A と成人血 中 C・A との

関係が ，近年 Day ＆ Franklin27），Smith28〕，Ragner ＆

Berfenstam29 ）30 ，3t ，　Stefano　 Cutillo3：｝33 ，
等 に よ り研 究

され てい る．そ れ らに よ る と新生 児は 成 人 に比 して 血 中

C．A が低 く，未熟児は更 に低値 を 示 す と云 う．従来 ， 新

生 児 血 中 C．A の 研究は 小 児科方面での み な され た もの

で あ り， 又臍帯血 C ・A の 測 定 は 産科領域 に 於 い て も ほ

とん ど 行われ て い ない ．

　 そ こ で著者 は ，臍帯 血 C・A の 測定を 試 み て み た ．即

ち独自の 方法に よ り， 流産 （妊娠 5 カ 月 以 後）．早産，

満期産 ， 予定 日 超過分娩，等 の 新生 児臍帯血 C ・A を測

定す る事 に よ り ， 妊娠各月の 胎児 血 中の C．A を 検討 し

た ．又 Rh 不適合児で 満期産 の 2 例及び典型 的妊娠中毒

症 母 体 よ りの 満期産児 5例 を選 ん で，臍帯血 C，A を測

定 した ．i ，早産双生児 の 臍帯血 C ・A も測定 した ．

　 な お 妊娠 5 ヵ 月乃 至 丁カ 月の 臍帯血は 頚管無力症等の

た め 流産 に な つ た もの で ，分娩時 に は 児が生存 して い た

もの であ る．　　　　　　　　　　 、

　 2） 実験方法

　 胎児娩出後，臍帯 の 博動が停止 す る直前，或 は停止 と

同時 に臍帯を切断し ， 胎盤側の 臍帯断端 よ り流 出 す る臍

帯血 2cc を，前以つ て 3．8％ natrium 　citrat 液 0．5cc

を入れ て あ る小 試験管 に 採取 して 凝固 を防 ぐ．か くして

採 取 し た臍帯血 を， 直 ちに蒸溜水 で 10 倍 に 稀釈撹拌

　し，溶血を起 させ て ホ モ ゲーン に した もの を酵素抽出液

と して C．A 活 性 を測定 した ．こ の 場 合，血液 の 比重 を

　1 とみ な し血 液 19 中 に 含まれ る　C・A 活 性 即ち　Eu19
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を 求めた ．

　3） 実験結果

　実験結果 を示 す と第 7表 の 如 くな る．叉 妊 娠 月数 と臍

帯血 C・A 活性 との 関係を 図で示すと第 4 図 の 如 く な

る・即ち ， 臍帯血 中の C・A は妊娠 8 カ 月頃迄は低値を

示 す が ， 9 ヵ 月 （34週頃）か ら10カ 月 （3τ週頃） に か け

て急速に活性度 が 上昇し， そ れ 以後予定 日 を超過 して t、
余 り活性度の 増加 は 認 め られ な い よ うで あ る ．

　　　　　　第 7 表 　ヒ ト臍 帯 血 酵 素活 性
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第 4 図　 ヒ ト臍帯血 中炭酸 脱 水 酵 素 と 妊娠月数
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，三娠 畳 畠、

　又・Rh 不適合児の 臍帯血 中 C．A は 正 常産児の そ れ

の 約
2is

強 の 活性度で あつ た ．又 9 カ 月早産双生児の 臍

帯 血 （；．A 活性 は ， 9 カ 月早産単胎児の せ れ よ り も や 丶

低 か っ た ．又中毒症母体 よ り生 まれ た新 生 児 は ， 正 常産

児 よ りもや y 低い C．A 活性 を呈 した ．

　2． 妊婦血中炭酸脱水酵素 に 関 して

　 1） 序　言

　Meldrum ＆ Roughtonis ）
が 赤 血 球中に ，生 体の 呼吸

代謝 に 重要な 役割を演ずる C・A を初 め て 発見 して 以 来 ，
健康人 の 血 中 C ・A に つ い て の 報告は 枚挙に 暇 な く，そ

の 他 2 ，3 の 病的状態 と して ， 悪性 腫瘍の患者血 中 C，A

に つ い て
22 ，23

 　又結核患者 の 血 中 （LA に 関 し て の 報

告
3‘｝

も あ る．然 しな が ら，現在迄の とこ ろ，妊婦血 中 の

C ．A に 関 し て 確か な 報告 は ぽ とん ど見当らな い よ う で

あ る．

　そ こ で著者は ， IE常婦人 と， 妊娠各月の 妊婦及び妊娠

中毒症妊婦 との 血中 C ．A の 状態 を比較検討 して み た ．

　 2）　実験方法及 び 結果

　 方 法 として は，肘静脈 よ り採血 し，以 後は 臍帯血の 場

合 と同様 に 処理 して C ．A 抽出液 を作り，血液 19 中に

含 まれ る C．A 活 性度 （Eu ！g） を測 定 した ．そ の 結 果 を

示す と第 8表 の 如 くな る ．

第 8 表 　 ヒ ト血 中 炭 酸 脱 水 酵 素

　 即 ．ら，何れ の 群もぼ f300 　Eu ／9 位で あ り有意の 差は

認められなか つ た．故 に妊娠及び妊娠中毒症 は 婦人の 血

中 C ・A に ほ とん ど影響 を 与 え ない k うで あ る．叉成人

血 （母 体 1血） 中 C・A 活 性 は 正 常 新 生 児 臍 帯 血 中 C．A

活性 （約 100Eulg）の 約 3倍 に相当す る事 が判つ た ．

　 3． 考　按

　 先 ず 臍帯血 中の C ・A に 関 して ，従来 小 児科領 域 で な

され た 新 生 児の 血 中 C・A 活性の 研究は生存能力の あ る

新生 児の み に限 られ て い た ．然 る に著 者 の 行 つ た臍帯血

巾 の C・A 測定に よ り，従来未知で あ つ た 妊娠 5 カ 月 以

後分娩迄の 胎児血 中 C．A の 状態 が 初めて 明 らか に され

た 訳で あ る ．即 ち， 8 カ 月迄 は 胎児 血 中 C ・A 活性 は低

い が ，9 ヵ 月 か らIOカ 月 に か け て 急 上 昇 し，分娩 時 に は

成 人の
il

， に 相当 す る 100Eu／g 　とな る 訳で あ るが ，如

何な る機転に よ り 9ヵ 月か ら10カ 月に か けて C．A ．は 急

．ヒ昇 す るの で あ ろ うか ．

　 こ の 問題 に 関 して A ・M ．Clarki6｝ の 動物実験 に よ る

興味深 い 報告が あ る．即 ち，ヒ ヨ コ とマ ウ ス の 胎児 血 中

に は ，妊娠中期 迄は C・A 活 性 は ほ とん ど認 め られ な い

が ， 妊娠後期 か ら末期 に か け て C ・A 活 性の 上昇を 認

め ， か s る現象 の 発来機序 と して，妊i娠後期 に，C．A を

持 た な い 胎児型 の 赤 血 球 が C・A を 持つ 成 人型 の 赤 血 球

に よ り置換 され る た め で あ る と説明 し て い る ．こ の

Clarkの 説 は 著者の 検討 した ヒ ト胎児血 中 C ．A の 妊娠

経過 に 於 け る消長と合致 す る．

　又 著者は 出産後の 幼児血 中 C・A も検討 した ．即 ち満

1 才 ， 196Eutg ，満 2 才 266　Eul9．満 3 才 ， 284　Eul9 ，

とな り，満 3才でほ £ 成人 と同等 に な る 事が 判 つ た ．こ

れ は Ragnar 　Berfenstamso〕3v の 報告 とほ く一致 した ．
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　 そ こ で， ヒ ト血 中 C．A が胎児の初期 よ り分娩 を経て

成 人 の levelに 達す る迄の 経過 を考察 す る と第 5 図の 如

，くな る ．即ち ， 全 経過 を通 じて 血 中 C・A 活性 が 著しい

上 昇を示 すの は妊娠 9 カ 月か ら10ヵ 月初 め に か けて の 期

間の み で あ る．血 中 C．A が生体の 呼吸 に とつ て 欠 くべ

か らざ る役割を演 じて い るの は 衆 目の 認め る 所 で あ り，

胎児が 胎盤 を介 しての 呼吸か ら母体外の 肺呼吸へ と転換

の 準備 をす る時 期，即 ち 9 カ 月か ら10カ 月に か け ての 期

初

　

　
踟

　

　
綢

％

串
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第 5 図　 ヒ ト 血 中 炭酸脱 水 酵 素
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第　 9　 表

　　一
生下 時 体重

ρ
2300− 2600

一

  oo：3σo［
分 娩時の

　 妊娠 週 数
38−4’34−3536 −37刃

一41錘 3536−37

　 4　 　 4例　　数 5346

臍帯血顔 i甜
　　　 f ％

2叺3　 54．7
± 7．4 士 雌283

．4
± 6．438

．7
士耀 669

．5
土 lo．192

．3
土θ3

間に，（）．A を含 ま ない 胎児型 の Hb を持 つ 赤血 球 がC・A

を 含む 成人型 の 　Hb 　を持 つ 赤血球で急速に 置 き換 え ら

れ る もの と推測 し得る．而 して不幸に して早産 となつ た

未熟児は ， 未だ外界に 適応す るに 充 分 な 血 中 C．A を持

た ない た め に Cyanosisや低活力児 とな り易い と思 われ

る ．小 児科医の Rag 衄 r　 Berfenstam29〕 1ま・ 新生児の

maturitr と血 中 C ．A 活性 は 密接 な 関係 に あ り・満期産

の 新生児は例え生 下時体重が少 ない もの で も 正 常体重の

満 期 産児と同等 の 血 中 C ．A 活性 を 示 した と報告 して お

り，IY著者の 臍帯血 に よ る 検討 に よつ て も第 9 表 に 示す

如 く彼 とほ 攴同様な結果を得た
乳
即 ち，新生 児血 中 C．A

活性 は 生下時体重 よ りもむ し ろ生 下時迄の 正 確な妊娠期

間 と密接 な 関係 を持 つ よ うで あ る ．而 し て ， 胎児血中

C．A が 妊娠 9 ヵ 月か ら10 カ 月 に か け て 急 E昇す る 事が

判 明 した が 故 に，新生児特 に未熟児の 臍帯血 C．A 活性

は ， 児の maturity ，特 に 呼吸機能の maturity を表 わ

す indicator と して 利用 し得 る事が著者の 検討 に よ り初

め て 産科学的 に 裏付け られ た と思 う．次 に Rh 不適合児

で満期産 の 2例 に つ き臍帯 血 中 C ．A を測定 し た結果 ，

辻
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2例共約 70Eu ’g であ り，正常産児 が約 100　Eu ／g であ

るの に比 して 有意の 低値 を 示 し てい るの は 興味深い ．恐

らく赤 血 球の 破壊が 成人型赤血 球 に 及 び，そ の 中に 含 ま

れ る C ．A が 失わ れ た結果であろ う．又， 9ヵ 月双 胎児

は 9 カ 月 単胎 児 よ り も血 中 C・A 活性 が低 く，夂妊娠 中

毒症母体よ りの 新生児は正 常産児 よ り も血 中 C．A の 低

い 事は共に rnaturity が劣る もの と思われ る ．

　予定 日超過 分娩児 に は 正常産児に 比 し 臍帯血 中 C・A

の 有意の 増加を認 め ず ，従つ て 予定 日 超過後特 に mat ・

urity が進む とは 云 え な い よ うで あ る．

　次 に 妊 婦 血 中の C．A に つ い て であ る が，妊娠 月数 に

よ り又中毒症の 有無 に よ り有意の 変動は な く，又正 常 掃

人の そ れ とも有意の 相違を認め得な か つ た ．故 に 婦人血

中 C ．A 活性 は 特に 妊娠 の 影響は 受 け な い よ うである．

　　　　　　　　　　結　　論

　 （1） 雌家兎に 関 して は 既 に 発来 した
1）

が ， 他 との 比

較検討の た め に そ の 結論 を一部引用 す る．即 ち，家兎子

宮内膜 に 於い て は gestagen に反 ltgして C ．A 活性 の 上

昇 が 起 り，そ の C ・A の 介在 が 子 宮内膜 に 於け る proge・

stational 　proliferationの 生 成 に 必要で あ る 事が 判 り，

t の 点 に C ．A の 主 要 な生物学 的意義の
一

つ を見出 し

た ．

　雌 ラ ッ トに 於い て は 上 述の 雌家兎 の よ うな 現象 は 存在

レな い が，妊娠了宮 （特 に 胎盤附着部） に 著名 に 増加す

る C．A 活性 と胎盤機能 との 関係 が 性 器 に 於 け る C・A

の 主要 な 生 物学的意義の 一つ と思われ る．

　 ヒ 1・女性器 に於い ては 雌家兎や雄 ラ ツ トに於け る よ う

な明白な C．A の 生 理 的作用は 現在の 段 階で は 認 め 得

ず ，C．A の 生理 的意義 に 関 して は む しろ 否定的な 傾向が

強 か つ た ．

　以 一ヒ三 者の 比較検討 に よ り哺乳類雌性器 に於 い て C ．A

の演ずる役割の 一端 が 解 明 され ， こ の 分 野に 於 け る 些

か の 農望を可能な ら しめ た もの と思うが ，動物の 種 に よ

り性機能 が 広 く多種多様に異な る如 く，雌性器 に於ける

C．A の 役割 も動物の 種に よ り多 様 に 異 な つ て い る もの と

云え よ う．

　　（2） 雄 ラ ツ ト副性器の C ・A は androgen と密接な

関係 に あ る もの と考 え られ る．

　　（3）　ヒ ト新生児 （胎児）の 臍帯 血 C・A 活性は ，児

の maturity を表 わ す
一

つ の factor と考 え られ ，　 ma −

turity の indicator と しての 実用性 が期 待 さ れ る ．

　稿 を終 る に あ た り ， 御 指 導 御 校 閲 を 賜 わつ た 恩 師 小 林

教授 に 深 甚 の 謝 意 を 表 す る と 共 に 御指導御 協 力 を 賜 わ っ

t
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　 （な お 本論 文 の 要 旨 は 第15回 日本産 科 婦 人科 学 会総会

に 於 い て 発 表 し た ．）
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